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● 現在の研究について 

現在、厚生労働省は精神医療において、入院 

医療から地域生活支援主体の方向を打ち出し、精

神障がい者の退院促進へ向けての取り組みを行

っている。平成 20 年度の診療報酬の改定では、

入院期間の長期化を予防するために、入院直後か

ら退院支援を行うことができるよう対象者が拡

大され、社会復帰の調整を行うための複数職種の

訪問指導に対して訪問加算を算定することが可

能になった。このように精神障がい者が地域で安

定した生活ができるように退院支援のサポート

が強化されている。そこで平成 24 年度、入院患

者の退院促進と地域生活の定着を促すための効

果的な退院前訪問指導のあり方について検討す

るために、広島県の某精神科病院において、看護

師を対象に、退院前訪問指導の現状と課題につい

てグループインタビューを実施した。対象施設に

おいても、先行研究と同様、多くの患者や家族が

退院後の生活に不安を抱いているにも関わらず

退院前訪問指導のニーズは低いという結果が得

られた。また、マンパワーの不足による看護師の

負担感や退院前訪問指を実施しても患者が退院

にならければ看護指導料は報酬として反映され

ないというシステムの問題、急性期病棟では看護

師が患者の精神症状の安定に力を注ぐ必要があ

り、退院に向けての取り組みがされにくい現状が

明らかになった。一方で急性期病棟における退院

前訪問指が、慢性期病棟への橋渡しになることか

ら退院前訪問指導の重要性が示唆された。 

● 今後進めていきたい研究について 

１．研究対象施設を拡大して、精神科退院前訪問

指導の現状と課題を明らかにしていきたい。 

２．困難事例に対応できるように、事例を通して

精神科退院前訪問指導の実際を分析し、精神障が

い者の特性に合わせた退院前訪問指導の方法を

類型化していきたい。 

３．訪問看護ステーションの看護師や地域の保健

師の視点から、精神障がい者の地域移行支援の現

状と課題を明らかにし、精神障がい者が地域で安

心して自分らしく生活できるような効果的な精

神科退院前訪問指導の方法を検討していきたい。 

 

● 地域• 社会と連携して進めたい内容 

訪問看護師や地域の保健師、他職種との連携 

をとりながら研究を進め、地域のネットワークづ

くりと支援体制の整備を検討していきたい。 

 

● これまでの連携実績 

 

 


